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第 l 章では LR ( 1 )文法が， k> 1 の場合のLR(k) 文法と異なる固有の性質を持つことを明らか
にし，これらの性質を用いて得られる縮小 LR ( 1 )パーザの構成法を明らかにする。
第 2 章では第 1 章で得た手法を一般の LR(k) 文法についてのパーザに適用しうる手法として，その
拡張再構成を行なう。そのため Knuth の LR(k) パーザの状態集合上に解析的と呼ばれる同値関係を
導入し，この同値関係に基づいて縮小 LR(k) パーザを構成する。また解析的同値関係を選びだすた
めの必要十分条件， 最適縮小 LR (k) パーザを導く解析的同値関係を求めるアルゴリズムを同時に示
す。




第 4 章では本論文で定義されたパーザに基づいて， SLR (k) , LALR(k) 文法を含む LR(k) 文法の
一部分文法族 ex-LALR(k) 文法を定義し，パーザ最適化の観点からみた上記 LR(k) 部分文法族につ
いての文法表現効率の比較と相互の関係を明らかにする。
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結論では本研究の結果をまとめ要約した。
論文の審査結果の要旨
本論文は実用上もっとも重要な形式的文法のクラスである LR(k) 文法に関するパーザの簡単化に
関する研究成果をまとめたものである。
LR(k) 文法のパーザの簡単化について多くの研究がなされているが本論文では文法の適用範囲を
制限することなく，また入力の誤りの検出をもっとも早い時点で行うとの条件の下に，処理時間と所
要記憶容量との聞に有用なトレードオフが存在することを指摘し，一本の補助テープを付加し，
Knuth の方法における状態集合を適当な同値類に分割することによって，制御表が縮小できることを
示している。この方法は，ある程度実行時間を犠牲にしても，一定以上に記憶域効率を上げる必要の
ある場合，例えば小規模システムにおいて有効で、ある。
以上の研究はコンパイラ作成技法に関する新しい知見を与えるものであり，学位論文として価値あ
るものと認める。
???λιτ 
